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訓子府町の「ふるさと応援団」にご参加いただき、ありがとうござ 

います。みなさまと訓子府町を結ぶ便りにできればと考えております。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

わくわく園の冬の親子レクリエーションが１月２８日

にグラウンドで行われました。 

晴天に恵まれながらも、冬の寒さが身に染みる中、親子

でソリを使ったリレーや異 

年齢でグループ分けをした 

綱引き、宝探しなどが行れ、 

寒い冬を親子で楽しみ、交 

流を深めました。 

 

 

 

 

 

居武士小学校でわくわく園の５歳児を招き、ふれあ

い集会を１月２７日に行いました。 

園児たちは、射的やボウリング、もぐらたたきなど

児童が手作りしたゲー 

ムで楽しみながら遊び、 

折り紙などで作った景 

品を手にし、喜びの表 

情を浮かべていました。 

 

 

 

第１５回オホーツク玉入れ選手権大会が２月１２日に町スポーツセンタ

ーで開かれ、訓子府町内をはじめ北見市や置戸町、美幌町などからジュニア

６チーム、一般１７チームが参加しました。 

身長よりもはるかに高いバスケットをめがけ、１チーム４人から６人の選

手が１００個の玉を投げ入れる速さを競い、会場内は熱気に包まれました。  

一般の部では「ビホログリーンロケッツレディース」（美幌町）、ジュニア

の部では「Ｋｏｊｉ‘ｓＪｒ．」（置戸町）がそれぞれ優勝しました。訓子府

町のチームは一般で４チーム、ジュニアの部で３チームが参加し、練習の成

果を発揮しました。 

 

 

 

 

 

第４２回音楽の広場が１月２９日、町公民館で開かれ、訓子府小

学校スクールバンド、訓子府中学校吹奏楽部、訓子府高等学校吹奏

楽部、オニオン吹奏楽団、訓子府町青年団体連絡協議会（合唱）、

ザ・マヨネーズ（軽音楽）、琴萌会（大正琴）、だ・か～ぽ（大正琴）

が出演しました。 

吹奏楽合同演奏では、開基１２０年を記念して「わが地・わが町 

訓子府」が演奏されるなど、会場から大きな拍手が送られました。 

 

くんねっぷ応援団の皆さまへ耳よりなお話とお願い 
「１月行

い

って、２月逃
に

げて、３月去
さ

って」のたとえ話ではありませんが、３月も終わりに近づき、河原の猫柳の芽

が膨らみ、春到来のこの頃です。新年度の予算審議が行われた３月定例町議会も終わり、いよいよ２０１７年（平成

２９年度）の事業が始まります。 

 定住促進事業として始まった「空き家バンク制度」では、持ち家を売りたい人と新たに住宅を求める人が、町の手

厚い補助を活用して、すでに９件の売買が成立しています。さらに今年から民間企業のお力も借りて、どなたでも移

り住むことができる新しい住宅を８戸建設する予定です。また、訓子府ゆかりの方であれば利用できる合葬墓が１千

万の予算を投入して建立されます。そのほか農業体験をしてみたい方や都会を離れて農業経営者になりたい方への支

援策等々がありますので関心がある方はお問い合わせください。 

最後に一昨年解散した「東京訓子府倶楽部」（ふるさと会）の再建に向けて町が動き出しますが、 

良いアイデアがあればお気軽に声をお聞かせください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

第３８回さむさむまつりが２月５日、町公民館前特設会場で開催されました。 

この日は、天候に恵まれ、町内外から約３，５００人が訪れ、青年４団体をはじめ、商工

会女性部などの売店や綱引大会などのイベントを満喫しました。 

また、大雪像をバックに雪のステージで繰り広げられたキャラクターショーや雪の滑り台

に大勢の子どもたちが歓声を上げていました。 

さむさむまつり同日に町公民館で行われた「地場特産品開発物産展」では、日の出めんや

太田醸造、北海道クノール食品、きらきら本舗などの店が並び、会場では大勢の方が商品を

買い求めていました。 

また、前日には町商工会青年部主催の「くんねっぷさむさむナイト」が町公民館前特設会

場で開催され、焼き肉やビンゴゲーム大会、抽選会、雪像のライトアップなど、会場を訪れ

た約４００人が寒い冬を堪能しました。 

 

 

 

 

 

 

 

節分にちなみ、わくわく園で２月２日に豆まき 

が行われました。 

父母も協力し、鬼の衣装を身に着けて、太鼓の 

音とともに園児たちの前に登場。園児は一斉に豆 

をぶつけ「鬼は外」と叫んだり、泣きながら逃げ 

回ったりしていました。 

 

 

 

  

訓子府町の姉妹町・高知県津野町から小学生４人の交換留学生と津野町教育委員会の中

山美紀さんが２月４日に来町しました。 

今年、来町したのは６年生の山田愛
あい

華
か

さん（中央小）、市川未悠
みゆう

さん、高橋桜獅
おうし

さん（以

上葉山小）、片岡裕
ゆう

太
た

さん（精華小）です。 

今年度から、冬季の来町となり、児童た 

ちは厳寒焼肉やさむさむまつりなどの行事 

やスキー、スケート学習など冬のイベント 

を満喫。児童たちは「路面がつるつるで驚 

きました。転ばないように気をつけます」 

などと北海道の冬に驚きながらも、勉強や 

遊びを通じて交流を深め、たくさんの友達 

をつくり、９日に離町しました。 
 
 

 

 


